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一
、
は
じ
め
に

　

中
国
学
術
史
上
、
中
唐
期
は
、
旧
来
と
相
違
す
る
学
術
・
思
想
が
生
み
出
さ
れ
、
宋
代
へ
と
展
開
し
て
い
く
画
期
的
な
時
代
で
も
あ
っ
た１

。
例
を
挙
げ
る
な

ら
ば
、
中
唐
春
秋
学
の
形
成
、
古
文
復
興
の
動
き
等
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
思
潮
は
突
発
的
に
発
生
し
た
も
の
で
は
無
く
、
新
た
な
学
風
を
生

　

本
稿
は
、
劉り

ゅ
う
ち
き

知
幾
（
六
六
一
～
七
二
一
）
の
学
問
が
如
何
に
形
成
さ
れ

た
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
直
接
学
術
的
交
渉
が
確
認
で
き
る
王お

う

元げ
ん

感か
ん

の

学
術
と
そ
れ
に
賛
同
し
た
人
物
達
に
焦
点
を
当
て
、
則そ

く

天て
ん

武ぶ

后こ
う

期き

の
時
代

相
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
、『
史し

通つ
う

』
に
与
え
た
影
響
を
検
討
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
唐
代
前
期
の
学
術
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

王
元
感
は
則
天
武
后
期
を
生
き
た
人
物
で
あ
り
、
晩
年
は
当
時
の
一
般

的
解
釈
で
あ
っ
た
『
五
経
正
義
』
と
相
違
し
た
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
劉
知
幾
を
含
め
王
元
感
の
経
学
に
賛
同
し
た
者
の
中
に
は
、
則
天
武

后
期
に
招
集
さ
れ
た
珠し

ゅ

英え
い

学が
く

士し

の
一
員
で
あ
っ
た
者
が
お
り
、
互
い
に
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

服
喪
期
間
を
め
ぐ
る
議
論
で
王
元
感
が
張
柬
之
か
ら
非
難
さ
れ
た
「
先
儒

を
掎
擿
」
す
る
と
い
う
立
場
に
は
、
経
書
や
歴
代
の
史
書
に
対
し
て
厳
し

い
批
判
を
行
う
『
史
通
』
の
姿
勢
と
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
劉り
ゅ
う
ち
き

知
幾　

王お
う

元げ
ん

感か
ん　

則そ
く

天て
ん

武ぶ

后こ
う

期き　

史し

通つ
う　

珠
し
ゅ
う

英え
い

学が
く

士し

論
　
文
　
要
　
旨

王
元
感
の
学
術
と
そ
の
周
辺
人
物

―
劉
知
幾
『
史
通
』
と
の
関
係
性
を
中
心
と
し
て
―

名
　
越
　
健
　
人
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み
出
す
基
盤
が
前
時
代
で
あ
る
唐
代
前
期
に
胚
胎
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。特
に
初
唐
か
ら
盛
唐
を
生
き
た
劉
知
幾（
六
六
一
～
七
二
一
）は
、

『
史
通
』
を
著
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
『
春
秋
』
へ
の
批
判
は
、
中
唐
春
秋
学
が
形
成
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
る２

。

　

こ
う
し
た
思
想
的
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
劉
知
幾
を
同
時
代
の
人
物
と
の
関
係
性
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
、
劉
知
幾
の
思
想
を
考
え
る
の
み
な
ら

ず
、
唐
代
前
期
の
学
術
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
必
須
の
検
討
事
項
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
劉
知
幾
と
同
時
代
を
生
き
、
な
お
か
つ
劉
知
幾

と
の
学
術
的
交
渉
が
確
認
し
得
る
王
元
感
の
学
術
と
、そ
れ
に
賛
同
し
た
周
辺
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
。
な
ぜ
王
元
感
を
検
討
の
対
象
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

陳
寅
恪
氏
が
『
旧
唐
書
』
の
読
書
札
記
で
王
元
感
の
伝
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

�

元
感
の
「
三
年
喪
禮禮
」
の
説
を
論
ず
る
に
據
れ
ば
、
則
ち
亦
た
談
助
（
啖
助
）・
趙
匡
・
陸
質
（
陸
淳
）
等
と
同
に
唐
人
の
解
經
の
別
派
為
り
て
、
實
に

宋
儒
の
先
河
を
開
く
者
な
り
。
張
柬
之
の
王
元
感
の
「
三
年
喪
服
」
を
駁
す
る
の
議
を
觀
れ
ば
、
其
の
解
經
の
旨
を
見
る
に
足
り
、
劉
子
玄
（
劉
知
幾
）

之
を
喜
ぶ
も
、
亦
た
宗
旨 

相
似
る
が
故
な
り
。「
前
達
の
失
を
掎ひ

ろ

ひ
、
先
聖
の
旨
を
究
む
る
」、
此
の
二
句
も
亦
た
宋
儒
の
自
ら
負
む
所
の
者
な
り
。

　
　

�

據
元
感
論
「
三
年
喪
禮禮
」
之
説
、
則
亦
與
談
助
・
趙
匡
・
陸
質
等
同
為
唐
人
解
經
別
派
、
實
開
宋
儒
之
先
河
者
矣
。
觀
張
柬
之
駁
王
元
感
「
三
年
喪
服
」
議
、

足
見
其
解
經
之
旨
、
劉
子
玄
喜
之
、
亦
宗
旨
相
似
故
也
。「
掎
前
達
之
失
、
究
先
聖
之
旨
」、
此
二
句
亦
宋
儒
所
自
負
者３

。

　

王
元
感
を
、
中
唐
春
秋
学
の
提
唱
者
で
あ
る
啖
助
・
趙
匡
・
陸
淳
等
と
同
じ
く
唐
人
の
経
書
解
釈
の
一
派
で
あ
り
、
宋
学
の
先
駆
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に

彼
の
経
書
解
釈
の
趣
旨
は
、
三
年
喪
の
議
論
か
ら
窺
い
知
ら
れ
、
劉
知
幾
は
自
身
の
経
書
解
釈
と
類
似
す
る
た
め
好
ん
だ
と
し
、「
前
達
の
失
を
掎
ひ
、
先
聖

の
旨
を
究
む
る
」
立
場
は
宋
儒
と
共
通
す
る
、
と
指
摘
す
る
。
王
元
感
の
経
書
解
釈
と
劉
知
幾
と
の
関
係
、
延
い
て
は
遠
く
宋
代
儒
学
へ
の
影
響
を
見
通
す
卓

見
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

先
行
研
究
に
も
同
様
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
島
一
氏
は
、「
張
柬
之
・
王
元
感
の
三
年
喪
禮
説
と
そ
の
周
辺
」
に
お
い
て
、
王
元
感
の
三
年
の
喪
を

め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
考
察
し
、
そ
の
背
景
や
王
元
感
の
立
場
を
詳
細
に
描
出
し
て
い
る４

。
稲
葉
一
郎
氏
は
「
劉
知
幾
の
経
書
批
判
と
中
唐
の
新
儒
学
運
動
」

の
第
一
章
「『
五
経
正
義
』
の
成
立
と
王
元
感
の
経
学
批
判５

」
に
お
い
て
、
王
元
感
は
『
五
経
正
義
』
の
問
題
点
を
明
る
み
に
出
し
、
経
学
の
批
判
を
可
能
に
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し
た
と
し
、
さ
ら
に
、
劉
知
幾
が
王
元
感
よ
り
得
た
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
章
権
才
氏
の
『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
経
学
史６

』
に
は
、
王
元
感
と
劉
知

幾
の
関
係
に
加
え
、
則
天
武
后
期
の
社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
た
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
や
や
概
略
的
に
止
ま
る
き
ら
い
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
王
元
感
の
学
術
及
び
そ
れ
に
賛
同
し
た
人
物
達
と
劉
知
幾
と
の
関
係
性
、
さ
ら
に
は
王

元
感
の
学
術
と
劉
知
幾
『
史
通
』
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
併
せ
て
こ
う
し
た
学
術
動
向
を
生
み
出
し
た
当
時
の
社
会
的
要
因
に
も
触
れ
、
そ
れ
に
よ

り
唐
代
前
期
学
術
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い７

。

　

な
お
、『
旧
唐
書
』
は
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）
を
、『
史
通
』
は
浦
起
龍
釈
『
史
通
通
釈
（
清
代
学
術
名
著
叢
刊
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九

年
）
を
用
い
た
。
資
料
の
傍
線
は
筆
者
が
附
し
た
。

二
、
王
元
感
に
つ
い
て

　

王
元
感
は
劉
知
幾
と
同
じ
く
則
天
武
后
期
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
伝
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
八
九
下
、
儒
学
伝
下
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
九
九
、
儒

学
伝
中
に
あ
る
。
両
者
の
内
容
に
概
ね
異
同
は
な
い
。『
新
唐
書
』
の
伝
は
経
歴
の
記
述
の
後
、『
旧
唐
書
』
巻
九
十
一
、
張
東
之
の
伝
に
あ
る
生
死
感
が
『
旧

唐
書
』
巻
九
十
一
、
張
柬
之
の
伝
に
あ
る
。
王
元
感
が
提
起
し
た
三
年
の
服
喪
期
間
に
対
し
て
張
柬
之
が
反
駁
し
た
論
を
補
録
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、『
旧
唐
書
』
王
元
感
伝
の
記
述
に
基
づ
い
て
王
元
感
の
経
歴
や
学
問
動
向
を
描
出
し
、
次
に
『
旧
唐
書
』
張
柬
之
伝
に
記
載
さ
れ
る
、
王
元

感
の
三
年
の
服
喪
期
間
へ
の
論
に
対
す
る
張
柬
之
の
反
駁
を
検
討
し
て
、
彼
の
学
術
的
立
場
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
―
一
、
王
元
感
の
略
歴

　

王
元
感
の
経
歴
や
学
問
動
向
に
つ
い
て
『
旧
唐
書
』
の
記
述
を
読
み
進
め
な
が
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　

�

王
元
感
は
、
濮
州
鄄け

ん

城
の
人
な
り
。
少
く
し
て
明
經
に
舉
げ
ら
れ
、
博
城
縣
の
丞
に
累
補
せ
ら
る
。
兗
州
都
督
・
紀
王
愼
は
深
く
之
を
禮
し
、
其
の
子
の
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東
平
王
續
に
命
じ
て
元
感
に
從
ひ
學
を
受
け
し
む
。
天
授
中
に
、
稍よ

う
やく

左
衛
率
府
錄
事
に
遷
り
、
兼
ね
て
弘
文
館
に
直
す
。
是
の
後
に
則
天
の
親
ら
南
郊

を
祠
り
及
び
明
堂
を
享
し
、嵩
嶽
を
封
ず
る
や
、元
感 

皆
な
詔
を
受
け
て
諸
儒
と
共
に
儀
注
を
撰
定
し
、凡
そ
立
つ
る
所
の
議
は
、衆 

咸
な
之
に
推
服
す
。

四
門
博
士
に
轉
じ
、
仍
ほ
弘
文
館
に
直
す
。

　
　

�

王
元
感
、
濮
州
鄄
城
人
也
。
少
舉
明
經
、
累
補
博
城
縣
丞
。
兗
州
都
督
・
紀
王
慎
深
禮
之
、
命
其
子
東
平
王
續
從
元
感
受
學
。
天
授
中
、
稍
遷
左
衛
率
府

錄
事
、
兼
直
弘
文
館
。
是
後
則
天
親
祠
南
郊
及
享
明
堂
、
封
嵩
嶽
、
元
感
皆
受
詔
共
諸
儒
撰
定
儀
注
、
凡
所
立
議
、
衆
咸
推
服
之
。
轉
四
門
博
士
、
仍
直

弘
文
館
。

　

王
元
感
は
濮
州
鄄
城
（
今
の
山
東
省
）
の
出
で
あ
り
、
年
若
く
し
て
明
経
科
に
及
第
し
、
博
城
県
の
丞
と
な
る
と
あ
る
。
親
族
の
名
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

名
門
の
家
柄
、
す
な
わ
ち
門
閥
出
身
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
兗
州
都
督
で
あ
る
紀
王
愼
は
彼
を
深
く
礼
遇
し
、
子
息
の
続
に
学
問
を
受
け
さ
せ
た
。
天
授

年
間
（
六
九
〇
～
六
九
二
）
に
左
衛
率
府
録
事
に
う
つ
り
、
弘
文
館
に
も
兼
務
し
た
。
そ
の
後
、
則
天
武
后
が
南
郊
の
祭
祀
や
封
禅
の
儀
式
を
す
る
に
あ
た
り
、

王
元
感
は
詔
を
受
け
て
諸
儒
と
共
に
儀
注
を
撰
定
し
、
そ
の
議
論
は
衆
人
が
み
な
敬
服
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
。

　

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
王
元
感
が
名
門
の
出
で
は
な
く
、
科
挙
に
及
第
し
た
後
に
則
天
武
后
の
も
と
で
頭
角
を
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐

ら
く
、
則
天
武
后
が
進
め
た
政
治
刷
新
で
あ
る
科
挙
を
整
備
し
、
門
地
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
材
登
用
を
推
進
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る８

。
王
元
感

は
、
こ
う
し
た
則
天
武
后
の
人
材
登
用
の
中
で
、
自
ら
の
学
識
を
生
か
し
て
官
歴
を
重
ね
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

南
郊
の
祭
祀
や
封
禅
の
儀
は
、
古
来
よ
り
皇
帝
祭
祀
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
特
に
則
天
武
后
は
皇
帝
祭
祀
を
政
治
的
に
活
用
し
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ

て
い
る９

。
で
は
、
王
元
感
は
な
ぜ
明
堂
祭
祀
に
関
与
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
南
澤
良
彦
氏
「
明
堂
に
見
え
る
伝
統
と
革
新

―
南
北
朝
に
お
け
る
漢
学
」
の
一
節
が
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る10

。

　

南
澤
氏
は
、
則
天
武
后
期
の
明
堂
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
南
北
朝
の
そ
れ
と
比
較
し
、
従
来
は
明
堂
議
論
の
典
拠
に
、
碩
儒
の
学
説
や
『
三
礼
図
』
と
い
っ

た
「
二
次
資
料
的
文
献
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、高
宗
朝
で
則
天
武
后
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
総
章
二
年
（
六
六
八
）
以
降
を
皮
切
り
に
、五
経
や
『
史

記
』
と
い
っ
た
「
一
次
資
料
的
な
経
典
ば
か
り
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。
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�
憶
測
す
れ
ば
、『
五
経
正
義
』
の
完
成
に
よ
っ
て
儒
教
国
家
た
る
こ
と
を
改
め
て
宣
言
し
た
唐
王
朝
は
、
そ
の
正
統
性
の
証
し
で
あ
る
明
堂
の
意
匠
が
経

典
文
献
に
基
づ
く
こ
と
を
誇
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

南
澤
氏
が
、
明
堂
議
論
の
典
拠
の
方
向
が
経
典
文
献
に
向
か
っ
た
理
由
を
、『
五
経
正
義
』
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
則
天
武
后
は
、『
五
経
正
義
』
に
精
通
し
て
い
た
者
を
用
い
て
明
堂
を
議
論
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
明

経
科
出
身
で
『
五
経
正
義
』
に
習
熟
し
て
い
た
王
元
感
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
明
堂
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
王
元
感
の
官
界

へ
の
出
仕
と
活
躍
と
は
、
則
天
武
后
の
治
世
と
不
可
分
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
以
上
の
職
歴
か
ら
王
元
感
は
経
書
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
伝
の
続
き
に
は
年
老
い
て
か
ら
の
王
元
感
の
経
書
解
釈
の
立
場
や
、
劉
知

幾
等
と
の
学
的
交
流
が
見
え
て
い
る
。

　
　

�

元
感
は
時
に
年
老
ゆ
と
雖
も
、
猶
ほ
能
く
燭
下
に
書
を
看
て
、
通
宵
寐い

ね
ず
。
長
安
三
年
、
表
し
て
其
の
撰
す
る
所
の
『
尚
書
糾
謬
』
十
卷
・『
春
秋
振
滯
』

二
十
卷
・『
禮
記
繩
愆
』
三
十
卷
を
上

た
て
ま
つり

、
幷
せ
て
注
す
る
所
の
『
孝
經
』・『
史
記
』
の
稿
草
は
、
官
に
紙
筆
を
給
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
寫
し
て
祕
書
閣

に
上
る
。
詔
し
て
弘
文
・
崇
賢
の
兩
館
學
士
及
び
成
均
博
士
を
し
て
其
の
可
否
を
詳
ら
か
に
せ
し
む
。
學
士
の
祝
欽
明
・
郭
山
惲
・
李
憲
等
は
皆
な
專
ら

先
儒
の
章
句
を
守
り
、
深
く
元
感
の
舊
義
を
掎
摭
す
る
を
譏
る
も
、
元
感 

隨
方
し
て
應
答
し
、
竟
に
之
に
屈
せ
ず
。
鳳
閣
舍
人
魏
知
古
・
司
封
郎
中
徐
堅
・

左
史
劉
知
幾
・
右
史
張
思
敬
は
、
雅つ

ね

に
異
聞
を
好
み
、
每
に
元
感
の
爲
に
其
の
義
を
申
理
し
、
連し

き

り
に
表
し
て
之
を
薦
む
。

　
　

�

元
感
時
雖
年
老
、
猶
能
燭
下
看
書
、
通
宵
不
寐
。
長
安
三
年
、
表
上
其
所
撰
『
尚
書
糾
謬
』
十
卷
・『
春
秋
振
滯
』
二
十
卷
・『
禮
記
繩
愆
』
三
十
卷
、
幷

所
注
『
孝
經
』・『
史
記
』
稿
草
、
請
官
給
紙
筆
、
寫
上
祕
書
閣
。
詔
令
弘
文
・
崇
賢
兩
館
學
士
及
成
均
博
士
詳
其
可
否
。
學
士
祝
欽
明
・
郭
山
惲
・
李
憲

等
皆
專
守
先
儒
章
句
、
深
譏
元
感
掎
摭
舊
義
、
元
感
隨
方
應
答
、
竟
不
之
屈
。
鳳
閣
舍
人
魏
知
古
・
司
封
郎
中
徐
堅
・
左
史
劉
知
幾
・
右
史
張
思
敬
、
雅

好
異
聞
、
每
爲
元
感
申
理
其
義
、
連
表
薦
之
。
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長
安
三
年
（
七
〇
三
）
は
、
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
生
ま
れ
で
あ
る
劉
知
幾
が
四
十
三
歳
の
時
で
あ
る11

。
老
年
と
な
っ
た
王
元
感
は
、
な
お
昼
夜
問
わ
ず
学

問
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
が
、学
問
の
方
向
性
が
『
五
経
正
義
』
と
は
異
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
元
感
は
、『
尚
書
糾
謬
』・『
春
秋
振
滯
』・

『
禮
記
繩
愆
』
な
る
も
の
を
著
し
、『
孝
経
』・『
史
記
』
の
注
釈
も
作
成
し
て
献
上
し
た
と
あ
る
。
そ
こ
で
則
天
武
后
は
弘
文
館
・
崇
賢
館
の
学
士
と
成
均
監
（
国

子
監
）
博
士
に
詔
し
て
そ
の
内
容
の
可
否
を
調
べ
さ
せ
た
。
学
士
の
祝
欽
明
・
郭
山
惲
・
李
憲
等
は
「
專
ら
先
儒
の
章
句
を
守
」
る
立
場
か
ら
王
元
感
の
「
舊

義
を
掎
摭
す
る
」
立
場
を
非
難
し
た
が
、
王
元
感
は
即
座
に
応
答
し
て
服
従
し
な
か
っ
た
。
魏
知
古
・
徐
堅
・
劉
知
幾
・
張
思
敬
は
、
王
元
感
の
た
め
に
そ
の

解
釈
を
弁
護
し
、
続
け
ざ
ま
に
上
表
し
て
薦
め
た
と
あ
る
。
こ
こ
に
挙
が
る
劉
知
幾
以
外
の
賛
同
者
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

で
は
、こ
こ
で
言
う
「
專
ら
先
儒
の
章
句
を
守
」
る
立
場
と
そ
れ
と
対
峙
す
る
「
舊
義
を
掎
摭
す
る
」
立
場
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

推
測
す
る
に
、
前
者
の
立
場
に
立
つ
弘
文
館
・
崇
賢
館
の
学
士
と
成
均
監
博
士
ら
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
当
時
の
統
一
的
解
釈
と
さ
れ
、
明
経
科
の
標
準
解

釈
を
示
し
た
『
五
経
正
義
』
で
あ
ろ
う
。
祝
欽
明
・
郭
山
惲
は
当
時
の
「
大
儒
」
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
り12

、
特
に
祝
欽
明
は
王
元
感
と
同
じ
く
明
経
科
出
身

で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
王
元
感
の
「
舊
義
を
掎
摭
す
る
」
立
場
と
は
、『
五
経
正
義
』
の
解
釈
と
相
違
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
解
釈
の
欠
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
掎
摭
」
と
い
う
語
彙
は
『
旧
唐
書
』
巻
七
十
三
、
馬
嘉
運
伝
に
も
見
え
て
お
り
、「
嘉
運 

以
へ
ら
く
穎
達
の
撰
す
る
所
の
『
正
義
』
は

頗
る
繁
雜
な
る
こ
と
多
し
と
。
每
に
之
を
掎
摭
し
、
諸
儒
も
亦
た
稱
し
て
允
當
と
爲
す
（
嘉
運
以
穎
達
所
撰
『
正
義
』
頗
多
繁
雜
。
每
掎
摭
之
、
諸
儒
亦
稱
爲

允
當
）」
と
、
勅
撰
さ
れ
て
間
も
な
い
『
五
経
正
義
』
の
煩
雑
な
箇
所
が
多
い
と
い
う
欠
点
を
ひ
ろ
い
集
め
て
馬
嘉
運
が
批
判
し
た
、
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
舊
義
を
掎
摭
す
る
」
立
場
が
『
五
経
正
義
』
に
異
を
唱
え
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

こ
う
し
た
「
舊
義
を
掎
摭
す
る
」
立
場
に
立
つ
王
元
感
を
劉
知
幾
が
評
価
し
て
い
た
こ
と
と
、
王
元
感
に
、『
尚
書
糾
謬
』・『
春
秋
振
滯
』・『
禮
記
繩
愆
』

な
る
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
書
は
現
存
し
な
い
た
め
名
称
よ
り
推
測
す
る
に
、
経
書
も
し
く
は
そ
の
解
釈
の
誤
謬
を
正
す

こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る13

。
王
元
感
の
経
書
解
釈
が
劉
知
幾
に
如
何
ほ
ど
影
響
を
与
え
た
か
は
、
右
の
記
述
以
外
に
証
拠
が
な
く
判

然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
劉
知
幾
が
こ
れ
ら
の
書
を
実
見
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
中
で
も
『
尚
書
糾
謬
』・『
春
秋
振
滯
』
は
、
劉
知
幾
が
『
尚

書
』・『
春
秋
』
の
記
述
に
対
し
て
疑
義
を
示
す
、『
史
通
』
疑
古
篇
・
惑
経
篇
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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王
元
感
の
伝
は
さ
ら
に
続
く
。

　
　

�

尋
い
で
詔
を
下
し
て
曰
は
く
、「
王
元
感
は
質
性
温
敏
に
し
て
、
博
聞
強
記
、
手
は
卷
を
釋お

か
ず
、
老
い
て
彌
〻
篤
し
。
前
達
の
失
を
掎ひ

ろ

ひ
、
先
聖
の
旨

を
究
め
た
り
。
是
れ
儒
宗
と
謂
ふ
も
、
多
く
は
得
べ
か
ら
ず
。
太
子
司
議
郎
・
兼
崇
賢
館
學
士
た
る
べ
し
」
と
。
魏
知
古
は
嘗
て
其
の
撰
す
る
所
の
書
を

稱
し
て
曰
は
く
、「
信
に
五
經
の
指
南
と
謂
ふ
べ
き
な
り
」
と
。
中
宗
の
即
位
す
る
や
、
春
宮
の
舊
僚
な
り
し
を
以
て
、
進
め
て
朝
散
大
夫
を
加
へ
、
崇

賢
館
學
士
を
拜
す
。
尋
い
で
卒
す
。

　
　

�

尋
下
詔
曰
、「
王
元
感
質
性
温
敏
、
博
聞
強
記
、
手
不
釋
卷
、
老
而
彌
篤
。
掎
前
達
之
失
、
究
先
聖
之
旨
。
是
謂
儒
宗
、
不
可
多
得
。
可
太
子
司
議
郎
・

兼
崇
賢
館
學
士
。」
魏
知
古
嘗
稱
其
所
撰
書
曰
、「
信
可
謂
五
經
之
指
南
也
。」
中
宗
即
位
、
以
春
宮
舊
僚
、
進
加
朝
散
大
夫
、
拜
崇
賢
館
學
士
。
尋
卒
。

　

王
元
感
と
学
士
達
と
の
応
酬
に
決
着
を
着
け
る
べ
く
、
則
天
武
后
は
詔
書
を
下
し
て
王
元
感
を
「
博
聞
強
記
」
で
年
老
い
て
篤
学
で
あ
る
と
評
し
た
。
さ
ら

に
先
学
の
失
を
指
摘
し
、
先
聖
の
意
旨
を
考
究
す
る
点
で
は
、「
儒
宗
」
と
呼
ぶ
だ
け
で
は
な
お
足
り
ず
、
太
子
司
議
郎
・
兼
崇
賢
館
学
士
に
任
命
し
た
、
と

あ
る
。
王
元
感
は
、
弘
文
・
崇
賢
の
学
士
達
の
非
難
に
屈
せ
ず
、
議
論
は
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
則
天
武
后
は
詔
を
下
し
て
彼
の
経
書
解
釈
を
容

認
し
、
さ
ら
に
は
「
儒
宗
」
と
い
う
一
定
の
評
価
も
与
え
た
。
ま
た
、
先
述
の
魏
知
古
は
、
王
元
感
の
書
を
讃
え
て
「
五
經
の
指
南
」
と
評
し
た
、
と
あ
り
、

そ
の
経
書
解
釈
に
深
く
賛
同
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

以
上
が
王
元
感
の
経
歴
や
学
術
動
向
で
あ
る
。
寒
門
の
出
と
考
え
ら
れ
る
王
元
感
は
科
挙
を
通
し
て
武
周
朝
に
出
仕
し
た
。
経
書
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
か

ら
則
天
武
后
の
国
政
に
参
与
し
た
が
、
年
老
い
て
『
五
経
正
義
』
と
相
違
す
る
立
場
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
則
天
武
后
は
そ
う
し
た
姿
勢
を
否
定
す
る
こ
と
な

く
容
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
王
元
感
の
政
界
で
の
活
躍
、
延
い
て
は
彼
の
学
問
の
形
成
は
、
則
天
武
后
期
の
治
世
と
切
り
離
せ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
先
に
見
た
王
元
感
の
経
書
解
釈
を
擁
護
ま
た
は
こ
れ
に
賛
同
し
た
周
辺
人
物
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
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二
―
二
、
王
元
感
の
周
辺
人
物
―
魏
知
古
・
徐
堅
・
張
思
敬
―

　

前
掲
の
資
料
の
記
述
に
列
挙
さ
れ
る
王
元
感
の
経
書
解
釈
に
対
し
て
、
劉
知
幾
と
と
も
に
擁
護
し
た
人
物
で
あ
る
魏
知
古
・
徐
堅
・
張
思
敬
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
三
者
が
劉
知
幾
と
学
術
的
立
場
を
一
に
し
、
直
接
的
な
関
係
性
が
見
い
だ
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
見
の
限
り
、
先

行
研
究
に
お
い
て
こ
の
点
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑴ 

魏
知
古
に
つ
い
て

　

魏
知
古
の
伝
は
『
旧
唐
書
』
巻
九
十
八
に
立
て
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

魏
知
古
は
、
深
州
陸
澤
の
人
な
り
。
性 

方
直
に
し
て
、
早
に
才
名
有
り
。
弱
冠
に
し
て
進
士
に
舉
げ
ら
れ
、
著
作
郎
・
兼
修
國
史
を
累
授
せ
ら
る
。
長

安
中
に
、
鳳
閣
舍
人
・
衞
尉
少
卿
に
歴
遷
す
。（
中
略
）
睿
宗 

即
位
し
、
故
吏
を
以
て
黃
門
侍
郎
・
兼
修
國
史
に
召
拜
せ
ら
る
。
景
雲
二
年
、
右
散
騎
常

侍
に
遷
る
。

　
　

�

魏
知
古
、
深
州
陸
澤
人
也
。
性
方
直
、
早
有
才
名
。
弱
冠
舉
進
士
、
累
授
著
作
郎
・
兼
修
國
史
。
長
安
中
、
歴
遷
鳳
閣
舍
人
・
衞
尉
少
卿
。（
中
略
）
睿

宗
即
位
、
以
故
吏
召
拜
黃
門
侍
郎
・
兼
修
國
史
。
景
雲
二
年
、
遷
右
散
騎
常
侍
。

　

魏
知
古
は
、
初
唐
の
魏
徴
を
は
じ
め
と
し
て
高
位
・
高
官
に
就
い
た
人
士
を
出
し
た
名
門
、
鉅
鹿
魏
氏
の
出
身
で
あ
り
、
後
に
玄
宗
朝
の
宰
相
と
な
る
人
物

で
あ
る
。
清
の
徐
松
の
『
登
科
記
考
』
に
よ
れ
ば
、
乾
封
元
年
（
六
六
六
）
つ
ま
り
、
高
宗
朝
で
則
天
武
后
が
垂
簾
聴
政
し
て
い
た
時
期
の
進
士
で
あ
る14

。
概

ね
魏
知
古
は
、
著
作
郎
や
兼
修
国
史
、
す
な
わ
ち
史
職
に
従
事
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
伝
の
続
き
に
は
睿
宗
に
上
奏
し
た
諫
言
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
魏
知

古
の
人
と
な
り
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

�

睿
宗
の
女
金
仙
・
玉
眞
の
二
公
主 

道
に
入
る
や
、
制
有
り
て
て
各
〻
一
觀
を
造
ら
し
む
。
季
夏
の
盛
暑
に
屬あ

た

る
と
雖
も
、
尚
ほ
營
作
は
止
ま
ず
。
知
古 
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上
疏
し
て
諫
め
て
曰
は
く
、
臣 

聞
く
な
ら
く
『
穀
梁
傳
』（
荘
公
二
九
年
）
に
曰
は
く
、「
古
の
人
に
君
た
る
者
は
、
必
ず
時
に
人
の
勤
む
る
所
を
視
る
、

人 
力
に
勤
む
れ
ば
則
ち
功
築 

罕
に
し
、人 

財
に
勤
む
れ
ば
則
ち
貢
賦 

少
く
し
て
、人 

食
に
勤
む
れ
ば
則
ち
百
事 

廢
す
」
と
。（
中
略
）『
禮
』（
月
令
篇
）

に
曰
は
く
、「
季
夏
の
月
は
、樹
木 

方
に
盛
に
し
、斬
伐
有
る
無
く
、土
功
を
興
し
て
以
て
農
を
妨
ぐ
べ
か
ら
ず
」
と
。（
中
略
）『
語
』（『
論
語
』
憲
問
篇
）

に
曰
は
く
、「
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
」
と
。
此
れ
皆
な
化
を
興
し
て
理
を
立
つ
る
の
教
に
し
て
、
政
を
爲
し
て
人
を
養
ふ
の
本
な
り
。
今 

陛

下 

公
主
の
爲
に
觀
を
造
り
、
將
に
功
德
を
樹
て
て
以
て
福
祐
を
祈
ら
ん
と
す
。
但
し
兩
觀
の
地
は
、
皆
な
百
姓
の
宅
な
れ
ば
、
卒
然
と
し
て
迫
逼
し
、

其
の
轉
移
を
令
す
。
老
を
扶
け
幼
を
攜
へ
、
投
竄
せ
ら
れ
て
所
無
く
、
椽
瓦
を
發
剔
せ
ら
れ
て
、
道
路
に
呼
嗟
あ
り
。
人
事
に
乖
き
、
天
時
に
違
ひ
、
無

用
の
作
を
起
こ
し
、
不
急
の
務
を
崇
び
、
群
心 

搖
搖
と
し
、
衆
口 

籍
籍
た
り
。（
中
略
）
且
つ
國
に
簡
冊
有
り
、
君
の
舉
必
ず
記
さ
れ
、
動
は
則
ち
左

史
之
を
書
し
、
言
は
則
ち
右
史
之
を
書
す
。
是
を
以
て
禮
に
非
ず
ん
ば
言
ふ
こ
と
勿
く
、
禮
に
非
ず
ん
ば
ば
動
く
こ
と
勿
し
。
夫
れ
是
く
の
如
く
ん
ば
、

則
ち
君
の
所
舉
、
愼
し
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。
微
臣
は
位
を
諫
諍
に
備
へ
て
、
兼
ね
て
史
筆
を
秉
る
。
書
し
て
法
ら
ず
ん
ば
、
後
嗣
何
を
か
觀
ん
か
。
臣

愚
必
ず
以
爲
へ
ら
く
不
可
な
り
と
。
伏
し
て
願
は
く
は
俯
し
て
は
人
欲
に
順
ひ
、
仰
ぎ
て
は
天
意
を
稽は

か

り
、
德
音
を
降
し
て
、
明
敕
を
下
し
、
速
や
か

に
功
役
を
罷
め
て
、
之
を
桑
楡
に
収
め
ん
こ
と
を
。

　
　

�

睿
宗
女
金
仙
・
玉
眞
二
公
主
入
道
、
有
制
各
造
一
觀
。
雖
屬
季
夏
盛
暑
、
尚
營
作
不
止
。
知
古
上
疏
諫
曰
、
臣
聞
『
穀
梁
傳
』
曰
、「
古
之
君
人
者
、
必

時
視
人
之
所
勤
、
人
勤
於
力
則
功
築
罕
、
人
勤
於
財
則
貢
賦
少
、
人
勤
於
食
則
百
事
廢
。」（
中
略
）『
禮
』
曰
、「
季
夏
之
月
、
樹
木
方
盛
、
無
有
斬
伐
、

不
可
興
土
功
以
妨
農
。」（
中
略
）『
語
』
曰
、「
修
己
以
安
百
姓
。」
此
皆
興
化
立
理
之
教
、爲
政
養
人
之
本
。
今
陛
下
爲
公
主
造
觀
、將
樹
功
德
以
祈
福
祐
。

但
兩
觀
之
地
、
皆
百
姓
之
宅
、
卒
然
迫
逼
、
令
其
轉
移
。
扶
老
攜
幼
、
投
竄
無
所
、
發
剔
椽
瓦
、
呼
嗟
道
路
。
乖
人
事
、
違
天
時
、
起
無
用
之
作
、
崇
不

急
之
務
、
群
心
搖
搖
、
衆
口
籍
籍
。（
中
略
）
且
國
有
簡
冊
、
君
舉
必
記
、
動
則
左
史
書
之
、
言
則
右
史
書
之
。
是
以
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。
夫
如
是
、

則
君
之
所
舉
、
可
不
愼
歟
。
微
臣
備
位
諫
諍
、
兼
秉
史
筆
。
書
而
不
法
、
後
嗣
何
觀
。
臣
愚
必
以
爲
不
可
。
伏
願
俯
順
人
欲
、
仰
稽
天
意
、
降
德
音
、
下

明
敕
、
速
罷
功
役
、
收
之
桑
楡
。

　

睿
宗
は
二
人
の
公
主
が
道
教
へ
入
信
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
観
を
造
営
し
た
。
そ
の
時
、
季
夏
の
猛
暑
で
あ
る
が
造
営
は
中
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
魏
知
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古
は
こ
れ
に
対
し
て
、
経
書
を
引
い
て
、
季
夏
に
民
衆
を
苦
役
さ
せ
て
土
木
作
業
を
行
う
こ
と
は
、
重
民
の
思
想
と
時
令
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

ま
た
、
道
観
の
造
営
の
た
め
に
民
衆
の
居
住
地
を
破
壊
し
て
い
る
と
し
、
民
の
怨
嗟
や
動
揺
を
指
摘
し
て
非
難
す
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
皇
帝
の
言
動

が
史
官
に
如
何
に
書
か
れ
る
か
と
い
う
観
点
、
言
わ
ば
史
書
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
魏
知
古
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
礼
に
反
す
る
言
動
を
慎
む
よ
う
諫
言
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
史
通
』
に
お
い
て
史
書
に
よ
る
為
政
者
へ
の
勧
戒
を
主
張
し
た
劉
知
幾
と
通
底
す
る
も
の
を
看
取
し
得
る
。
こ
の
上
奏

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
後
に
再
び
魏
知
古
が
諫
言
し
た
た
め
、
睿
宗
は
そ
の
率
直
さ
を
喜
ん
だ
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
魏
知
古
が
劉
知
幾
及
び
徐
堅
と
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
、『
旧
唐
書
』
巻
一
八
九
下
、
儒
学
伝
下
の
柳
沖
の
伝
に
見
え
て
い
る
。

柳
沖
は
「
世
族
に
明
ら
か
」
つ
ま
り
は
系
譜
の
学
に
精
通
し
て
お
り
、中
宗
の
頃
に
『
氏
族
誌
』
の
改
訂
に
携
わ
っ
た
。
玄
宗
期
に
は
「
先
天
の
初
め
に
至
り
、

沖
は
始
め
て
侍
中
魏
知
古
・
中
書
侍
郎
陸
象
先
及
び
徐
堅
・
劉
子
玄
・
吳
兢
等
と
『
姓
族
系
錄
』
二
百
卷
を
撰
成
し
、
奏
上
す
（
至
先
天
初
、
沖
始
與
侍
中
魏

知
古
・
中
書
侍
郎
陸
象
先
及
徐
堅
・
劉
子
玄
・
吳
兢
等
撰
成
『
姓
族
系
錄
』
二
百
卷
、
奏
上
）」
と
あ
る
。
姓
族
表
と
は
唐
朝
に
お
け
る
貴
族
の
序
列
を
定
め

る
国
家
的
事
業
で
あ
る
。
そ
れ
に
携
わ
る
上
で
魏
知
古
・
徐
堅
・
劉
知
幾
の
三
人
は
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

⑵ 

徐
堅
と
珠
英
学
士
に
つ
い
て

　

次
は
徐
堅
に
つ
い
て
で
あ
る
。
徐
堅
は
類
書
の
『
初
学
記
』
を
編
纂
し
た
こ
と
で
有
名
で
、
劉
知
幾
と
交
友
関
係
が
あ
り
、
そ
の
親
交
の
深
さ
は
、『
史
通
』

自
叙
篇
で
知
己
の
友
の
一
人
と
し
て
名
を
挙
げ
、
自
ら
と
徐
堅
と
を
伯
牙
と
鍾
子
期
及
び
管
仲
と
鮑
叔
と
の
関
係
に
比
し
て
い
る
こ
と
に
窺
え
る
。『
旧
唐
書
』

巻
一
〇
二
の
徐
堅
伝
は
劉
知
幾
の
次
に
置
か
れ
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

徐
堅
は
、
西
臺
舍
人
齊
聃
の
子
な
り
。
少
く
し
て
學
を
好
み
、
遍
く
經
史
を
覧
て
、
性
寬
厚
長
な
る
者
な
り
。
進
士
に
舉
が
り
、
太
學
に
累
授
せ
ら
る
。

聖
歷
中
に
、（
中
略
）
方
慶
（
王
方
慶
） 『
三
禮
』
の
學
を
善
く
し
、
疑
滯
有
る
每
に
、
常
に
堅
に
就
き
て
質
問
す
れ
ば
、
堅 

必
ず
能
く
舊
説
を
徴
し
、

訓
釋 

詳
明
な
り
。
方
慶 

深
く
之
を
善
し
と
す
。

　
　

�

徐
堅
、
西
臺
舍
人
齊
聃
子
也
。
少
好
學
、
遍
覽
經
史
、
性
寬
厚
長
者
。
進
士
舉
、
累
授
太
學
。
聖
歷
中
、（
中
略
）
方
慶
善
『
三
禮
』
之
學
、
每
有
疑
滯
、
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常
就
堅
質
問
、
堅
必
能
徴
舊
説
、
訓
釋
詳
明
。
方
慶
深
善
之
。

　

徐
堅
の
父
徐
齊
聃
は
、
太
宗
の
妃
の
弟
に
あ
た
る
外
戚
の
出
で
あ
り
、
伝
は
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
上
、
文
苑
伝
上
に
あ
る
。
徐
堅
は
年
少
よ
り
学
を
好
み

経
・
史
を
渉
猟
し
、
進
士
に
及
第
し
た
。
特
に
そ
の
学
識
の
高
さ
を
示
す
逸
話
と
し
て
、
三
礼
に
深
い
造
詣
を
持
っ
て
い
た
王
方
慶
が
常
に
解
釈
の
疑
問
を
徐

堅
に
問
い
質
し
、
徐
堅
の
訓
詁
解
釈
が
詳
細
に
し
て
明
解
で
あ
る
と
し
て
、
王
方
慶
は
高
く
評
価
し
た
、
と
い
う
。
徐
堅
が
如
何
な
る
解
釈
を
行
っ
て
い
た
か

は
知
る
由
が
な
い
が
、
礼
学
及
び
諸
儒
の
解
釈
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
記
述
の
後
に
劉
知
幾
と
の
直
接
的
な
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

堅 

又
た
給
事
中
徐
彦
伯
、
定
王
府
倉
曹
劉
知
幾
、
右
補
闕
張
說
と
同
に
『
三
教
珠
英
』
を
修
む
。
時
に
麟
臺
監
張
昌
宗
及
び
成
均
祭
酒
李
嶠 

其
の
事
を

總
領
し
、
廣
く
文
詞
の
士
を
引
き
、
日
夕 
談
論
し
、
賦
詩 

聚
會
し
、
年
を
歴
る
も
未
だ
能
く
筆
を
下
さ
ず
。
堅 

獨
り
說
と
意
を
構
へ
て
撰
錄
し
、『
文

思
博
要
』
を
以
て
本
と
爲
し
、
更
に
『
姓
氏
』・『
親
族
』
の
二
部
を
加
へ
、
漸
く
條
流
有
り
。
諸
人 

堅
等
の
規
制
に
依
り
、
俄
に
し
て
書 

成
り
、
司
封

員
外
郎
に
遷
す
。
則
天 

又
た
堅
を
し
て
『
唐
史
』
を
刪
改
せ
し
む
る
も
、
會
〻
則
天 

位
を
遜
り
て
止
む
。

　
　

�

堅
又
與
給
事
中
徐
彦
伯
、
定
王
府
倉
曹
劉
知
幾
、
右
補
闕
張
說
同
修
『
三
教
珠
英
』。
時
麟
臺
監
張
昌
宗
及
成
均
祭
酒
李
嶠
總
領
其
事
、
廣
引
文
詞
之
士
、

日
夕
談
論
、
賦
詩
聚
會
、
歷
年
未
能
下
筆
。
堅
獨
與
說
構
意
撰
錄
、
以
『
文
思
博
要
』
爲
本
、
更
加
『
姓
氏
』・『
親
族
』
二
部
、
漸
有
條
流
。
諸
人
依
堅

等
規
制
、
俄
而
書
成
、
遷
司
封
員
外
郎
。
則
天
又
令
堅
刪
改
『
唐
史
』、
會
則
天
遜
位
而
止
。

　

徐
堅
は
則
天
武
后
期
に
劉
知
幾
・
張
説
等
と
と
も
に
『
三
教
珠
英
』
を
編
纂
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
劉
知
幾
と
学
問
上
の
関
係
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
張
昌

宗
の
主
導
下
で
の
『
三
教
珠
英
』
の
編
纂
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
が
、
徐
堅
が
張
説
と
編
纂
を
推
し
進
め
て
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
際
の
手
腕

が
評
価
さ
れ
、
後
に
則
天
武
后
の
廃
位
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
が
、『
唐
史
』
を
作
成
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
劉
知
幾
と
同
じ
く
、
徐
堅
に
は
高
い
才
筆
ま

た
は
史
筆
の
才
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
三
教
珠
英
』
の
編
纂
で
あ
る
。『
三
教
珠
英
』
の
編
纂
は
、
則
天
武
后
期
の
大
足
元
年
（
七
〇
一
）
に
武
后

の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
張
易
之
・
張
昌
宗
兄
弟
を
監
首
と
し
て
行
わ
れ
た
国
家
の
学
術
文
化
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
や
性
質
と
し
て
は
、
儒
・
仏
・
道
を

め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
様
々
な
文
章
を
蒐
集
し
、
一
三
〇
〇
巻
に
及
ん
だ
叢
書
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る15

。
編
纂
に
従
事
し
た
学
者
は
珠
英
学
士
と
呼
称
さ
れ
る
文

学
の
士
の
集
団
で
あ
り
、
二
人
は
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
唐
会
要
』
巻
三
十
六
に
は
、
先
述
の
魏
知
古
も
編
集
者
の
一
人
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い

る16

。
元
来
、
史
官
と
し
て
史
を
編
む
に
は
、
高
い
才
筆
を
有
す
る
者
が
従
事
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
魏
知
古
・
劉
知
幾
・
徐
堅
の
三
名
が
史
書
を
編
纂
す
る

職
に
就
い
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
才
筆
の
高
さ
を
買
わ
れ
て
珠
英
学
士
と
し
て
召
集
さ
れ
た
と
見
な
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
魏
知
古
・
劉
知
幾
・
徐
堅
の
三
名
は
、
則
天
武
后
の
国
家
事
業
を
も
と
に
召
集
さ
れ
た
文
学
の
士
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
間

で
学
術
的
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
、
相
互
に
議
論
や
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
珠
英
学
士
と
い
う
集
団
は
、
劉
知
幾
の
学
問
形

成
に
お
い
て
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
そ
の
招
集
は
、
彼
等
が
王
元
感
の
経
学
を
擁
護
し
た
二
年
前
に
当
た
り
、
三
者
は
こ
こ

で
の
交
流
を
契
機
と
し
て
王
元
感
の
経
学
の
擁
護
に
向
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
珠
英
学
士
に
は
、
張
説
・
沈
佺
期
・
宋
之
問
と
い
っ
た
当
時
の
詩
壇
に
お
い
て
高
名
で
あ
っ
た
人
物
達
が
属
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
則
天
武
后
期
に
召
集
さ
れ
た
学
士
が
唐
代
の
詩
歌
の
発
展
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
賈
晋
華
氏
の
論
考
が
あ
る17

。
賈
氏
は
珠
英
学
士
、

中
で
も
沈
佺
期
・
宋
之
問
は
律
詩
の
形
式
の
確
立
や
流
行
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
察
に
加
え
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
劉
知
幾
達
の

学
術
動
向
も
踏
ま
え
て
、
珠
英
学
士
が
あ
る
種
の
新
思
潮
を
生
み
出
す
文
化
的
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

⑶ 

張
思
敬
に
つ
い
て

　

最
後
に
張
思
敬
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
彼
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、『
旧
唐
書
』
巻
九
〇
、
朱
敬
則
伝
に
僅
か
に
記
載
が
見

え
る
。
朱
敬
則
は
、
徐
堅
と
同
じ
く
『
史
通
』
自
叙
篇
で
知
己
の
友
の
一
人
と
し
て
名
が
挙
が
る18

。
そ
の
朱
敬
則
伝
に
は
「
敬
則 

知
政
事
た
り
し
時
、
每
に

用
人
を
以
て
先
と
爲
す
。（
中
略
）
鳳
閣
舍
人
の
缺
く
る
や
、
魏
知
古
を
薦
め
、
右
史
の
缺
く
る
や
、
張
思
敬
を
薦
む
。
則
天 

以
爲
へ
ら
く
人
を
知
る
と
（
敬

則
知
政
事
時
、
每
以
用
人
爲
先
。（
中
略
）
鳳
閣
舍
人
缺
、
薦
魏
知
古
、
右
史
缺
、
薦
張
思
敬
。
則
天
以
爲
知
人
）」
と
あ
る
。
欠
官
の
適
任
者
を
選
ぶ
際
に
、
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朱
敬
則
は
魏
知
古
と
張
思
敬
を
推
薦
し
て
官
に
就
か
せ
て
お
り
、
朱
敬
則
と
二
者
は
浅
か
ら
ざ
る
関
係
性
に
あ
っ
た
。

　

以
上
で
見
た
よ
う
に
王
元
感
の
経
学
を
支
持
し
た
者
で
、
特
に
魏
知
古
と
徐
堅
は
劉
知
幾
と
同
様
に
史
学
へ
の
造
詣
が
深
く
、
史
書
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
経

験
の
あ
る
人
士
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
魏
知
古
・
徐
堅
・
劉
知
幾
は
珠
英
学
士
の
一
員
で
あ
り
、
三
名
の
間
に
学
術
的
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
魏
知
古
と
張
思
敬
が
劉
知
幾
の
知
己
の
友
で
あ
る
朱
敬
則
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
官
に
就
い
た
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
要
す
る
に
魏
知
古
・

徐
堅
・
張
思
敬
・
劉
知
幾
は
互
い
に
学
術
的
交
流
を
深
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
共
に
王
元
感
の
経
書
解
釈
を
弁
護
し
た
理
由
が
こ
う
し
た
点
に
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
『
旧
唐
書
』
張
柬
之
伝
に
記
載
さ
れ
る
王
元
感
と
張
柬
之
に
よ
る
三
年
喪
の
議
論
の
検
討
へ
と
進
も
う
。

二
―
三
、
張
柬
之
の
反
駁
か
ら
見
る
王
元
感
の
経
書
解
釈
の
立
場

　

王
元
感
の
学
術
的
立
場
を
明
確
に
示
す
記
述
は
少
な
い
。
し
か
し
、『
旧
唐
書
』
巻
九
十
一
、
張
柬
之
伝
に
載
る
三
年
の
服
喪
期
間
を
め
ぐ
る
張
柬
之
の
王

元
感
に
対
す
る
反
駁
文
は
、
王
元
感
の
学
術
的
立
場
を
証
明
す
る
資
料
と
な
り
得
る
。
ち
な
み
に
張
柬
之
は
、
則
天
武
后
期
に
活
躍
し
た
科
挙
出
身
の
宰
相
で

あ
り
な
が
ら19

、
後
に
則
天
武
后
の
寵
臣
で
あ
っ
た
張
易
之
等
を
除
い
て
武
后
を
廃
位
に
追
い
や
り
、
中
宗
を
立
て
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

　

先
の
王
元
感
の
経
書
解
釈
に
劉
知
幾
達
が
賛
同
し
た
長
安
三
年
よ
り
前
、聖
曆
年
間
（
六
九
八
～
七
〇
〇
）
の
初
め
に
弘
文
館
直
学
士
で
あ
っ
た
王
元
感
は
、

三
年
の
服
喪
期
間
は
三
十
六
箇
月
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
張
柬
之
は
王
元
感
の
三
十
六
箇
月
説
に
対
し
て
、『
春
秋
』・『
尚
書
』・『
礼
記
』・『
儀
礼
』

の
記
述
を
根
拠
に
反
駁
し
て
い
る
。
こ
の
反
駁
に
つ
い
て
は
、
藤
川
正
数
氏
が
『
魏
晋
時
代
に
お
け
る
喪
服
礼
の
研
究
』
の
本
論20

で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
氏
の
論
考
を
参
考
に
特
徴
的
な
箇
所
を
一
例
挙
げ
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　

藤
川
氏
は
、
張
柬
之
の
反
駁
の
特
徴
を
ま
と
め
て
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
原
文
を
引
用
し
た
い
。

　
　

イ
、�

三
年
を
二
十
五
月
と
す
る
こ
と
は
、
不
刊
の
典
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
春
秋
・
尚
書
・
禮
記
・
儀
禮
の
四
經
に
依
據
し
て
、
論
證
す
る
こ
と
が
で

22-12-169_009-名越健人氏.indd   15922-12-169_009-名越健人氏.indd   159 2023/02/16   9:45:562023/02/16   9:45:56



160

き
る
。

　
　

ロ
、�

い
ま
の
二
十
七
月
で
常
に
復
す
る
と
考
え
て
い
る
の
は
、
鄭
玄
説
に
從
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
鄭
玄
の
説
は
、
死
よ
り
「
禫
」
に
至
る
ま
で
が

二
十
七
月
と
言
う
の
で
あ
つ
て
、「
喪
」
は
二
十
五
月
で
終
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

ハ
、�
三
年
の
喪
は
二
十
五
月
で
終
る
。
そ
れ
に
禫
を
加
え
れ
ば
二
十
七
月
と
い
う
の
で
あ
つ
て
、
鄭
玄
の
二
十
七
月
禫
説
は
、
三
年
喪
、
二
十
五
月
の
原

則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

と
ま
と
め
た
上
で
藤
川
氏
は
、
張
柬
之
に
よ
っ
て
魏
晋
以
来
、
議
論
さ
れ
て
き
た
鄭
玄
（
二
十
七
箇
月
）
説
と
王
肅
（
二
十
五
箇
月
）
説
と
の
混
乱
は
完
全

に
解
消
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
。
反
駁
の
要
点
は
以
上
に
つ
き
る
が
、
本
稿
の
主
眼
は
王
元
感
の
学
術
的
立
場
の
解
明
に
あ
る
た
め
、
張
柬
之
が
如
何
な
る
手

法
や
指
摘
に
よ
っ
て
王
元
感
の
論
を
駁
し
て
い
る
の
か
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

張
柬
之
は
『
春
秋
』
に
よ
っ
て
王
元
感
の
説
を
駁
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　
　

�

聖
曆
の
初
め
、
鳳
閣
舍
人
に
累
遷
す
。
時
に
弘
文
館
直
學
士
王
元
感 

論
を
著
し
て
云
は
く
、「
三
年
の
喪
は
、
合
に
三
十
六
月
な
る
べ
し
」
と
。
柬
之 

論
を
著
し
て
之
を
駁
し
て
曰
は
く
、「
三
年
の
喪
、
二
十
五
月
な
る
は
、
不
刊
の
典
な
り
」
と
。
謹
ん
で
案
ず
る
に
『
春
秋
』
に
、「
魯
の
僖
公
三
十
三
年

十
二
月
乙
巳
、
公
薨
ず
」
と
。「
文
公
二
年
冬
、
公
子
遂 
齊
に
如
き
て
納
幣
す
」
と
。『
左
傳
』
に
曰
は
く
「
禮
な
り
」
と
。
杜
預
注
に
云
は
く
、「
僖
公

の
喪
は
此
の
年
十
一
月
に
終
わ
り
、
納
幣
は
十
二
月
に
在
り
。
士
婚
禮
に
、
納
采
納
徵
は
、
皆
な
玄
纁
束
帛
有
り
、
諸
侯
は
則
ち
之
を
納
幣
と
謂
ふ
と
。

蓋
し
公
は
太
子
爲
り
し
に
、
已
に
婚
禮
を
行
ふ
」
と
。
故
に
『
傳
』
は
禮
な
り
と
稱
す
る
な
り
。『
公
羊
傳
』
に
曰
は
く
、「
納
幣
は
書
せ
ず
、
此
れ
何
を

以
て
書
す
る
か
。
喪
に
娶
る
を
譏
れ
ば
な
り
。
三
年
の
外
に
在
る
も
何
を
以
て
譏
る
か
。
三
年
の
內
に
婚
を
圖
ら
ざ
れ
ば
な
り
」と
。
何
休
注
に
云
は
く
、

「
僖
公
は
十
二
月
を
以
て
薨
ず
、
此
の
冬
に
至
る
も
未
だ
二
十
五
月
に
滿
た
ざ
る
も
、
納
采
・
問
名
・
納
吉
は
、
皆
な
三
年
の
內
に
在
り
、
故
に
譏
る
」
と
。

何
休 

以
へ
ら
く
公
は
十
二
月
に
薨
じ
、
此
の
冬
十
二
月
に
至
る
も
纔わ

ず
かに

二
十
四
月
に
し
て
、
二
十
五
月
に
非
ず
、
是
れ
未
だ
三
年
な
ら
ず
し
て
婚
を
圖

る
な
り
と
。
按
ず
る
に
經
に
「
十
二
月
乙
巳
公
薨
ず
」
と
書
す
る
は
、
杜
預 

以
へ
ら
く
『
長
曆
』
も
て
推
す
に
乙
巳
は
是
れ
十
一
月
十
二
日
に
し
て
、
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十
二
月
に
非
ず
、
十
二
月
と
書
す
る
は
、
是
れ
經
の
誤
な
り
と
。「
文
公
元
年
四
月
、
我
が
君
僖
公
を
葬
る
」
と
、『
傳
』（『
左
氏
伝
』
僖
公
三
十
三
年
）

に
曰
は
く
、
緩お

そ

き
な
り
と
。
諸
侯
五
月
に
し
て
葬
む
り
、
是
く
の
若
く
ん
ば
十
二
月
に
し
て
薨
じ
、
即
ち
是
れ
五
月
な
れ
ば
、
緩
し
と
言
ふ
を
得
ず
。
明

ら
か
に
是
れ
十
一
月
に
薨
ず
る
を
知
る
、故
に
僖
公
の
喪
は
此
の
年
に
終
は
る
と
し
、十
二
月
に
至
り
て
二
十
五
月
を
滿
た
す
と
注
し
、故
に
丘
明
の
『
傳
』

に
曰
は
く
、
禮
な
り
と
。
此
に
拠
り
て
推
步
す
れ
ば
、
杜
（
杜
預
）
の
考
校
は
、
豈
に
公
羊
の
能
く
逮
ぶ
所
な
ら
ん
や
。
況
ん
や
丘
明
は
親
ら
經
を
仲
尼

よ
り
受
く
る
を
や
。
且
つ
二
傳
の
何
（
何
休
）・
杜
（
杜
預
）
の
爭
ふ
所
は
、
唯
だ
一
月
を
爭
ふ
の
み
に
し
て
、
一
年
を
爭
は
ず
。
其
の
二
十
五
月
に
し

て
喪
を
除
く
は
、
由
來
に
別
無
し
。
此
れ
則
ち
『
春
秋
』
三
年
の
喪
は
、
二
十
五
月
な
る
こ
と
の
明
驗
な
り
」
と
。

　
　

�

聖
曆
初
、
累
遷
鳳
閣
舍
人
。
時
弘
文
館
直
學
士
王
元
感
著
論
云
、「
三
年
之
喪
、
合
三
十
六
月
。」
柬
之
著
論
駁
之
曰
、「
三
年
之
喪
、
二
十
五
月
、
不
刊

之
典
也
。
謹
案
『
春
秋
』、「
魯
僖
公
三
十
三
年
十
二
月
乙
巳
、
公
薨
。」「
文
公
二
年
冬
、
公
子
遂
如
齊
納
幣
。」『
左
傳
』
曰
「
禮
也
。」
杜
預
注
云
、「
僖

公
喪
終
此
年
十
一
月
、
納
幣
在
十
二
月
。
士
婚
禮
、
納
采
納
徵
、
皆
有
玄
纁
束
帛
、
諸
侯
則
謂
之
納
幣
。
蓋
公
爲
太
子
、
已
行
婚
禮
。」
故
『
傳
』
稱
禮
也
。

『
公
羊
傳
』
曰
、「
納
幣
不
書
、
此
何
以
書
。
譏
喪
娶
。
在
三
年
之
外
何
以
譏
。
三
年
之
內
不
圖
婚
。」
何
休
注
云
、「
僖
公
以
十
二
月
薨
、
至
此
冬
未
滿

二
十
五
月
、
納
采
・
問
名
・
納
吉
、
皆
在
三
年
之
內
、
故
譏
。」
何
休
以
公
十
二
月
薨
、
至
此
冬
十
二
月
纔
二
十
四
月
、
非
二
十
五
月
、
是
未
三
年
而
圖

婚
也
。
按
經
書
「
十
二
月
乙
巳
公
薨
」、
杜
預
以
『
長
曆
』
推
乙
巳
是
十
一
月
十
二
日
、
非
十
二
月
、
書
十
二
月
、
是
經
誤
。「
文
公
元
年
四
月
、
葬
我
君

僖
公
」、『
傳
』
曰
、
緩
也
。
諸
侯
五
月
而
葬
、
若
是
十
二
月
薨
、
即
是
五
月
、
不
得
言
緩
。
明
知
是
十
一
月
薨
、
故
注
僖
公
喪
終
此
年
、
至
十
二
月
而
滿

二
十
五
月
、
故
丘
明
『
傳
』
曰
、
禮
也
。
據
此
推
步
、
杜
之
考
校
、
豈
公
羊
之
所
能
逮
。
況
丘
明
親
受
經
於
仲
尼
乎
。
且
二
傳
何
・
杜
所
爭
、
唯
爭
一
月
、

不
爭
一
年
。
其
二
十
五
月
除
喪
、
由
來
無
別
。
此
則
『
春
秋
』
三
年
之
喪
、
二
十
五
月
之
明
驗
也
」。

　

張
柬
之
は
、
服
喪
期
間
は
二
十
五
箇
月
で
あ
る
証
拠
を
『
春
秋
』
僖
公
三
十
三
年
十
二
月
に
「
公
薨
」
じ
た
際
に
、
文
公
二
年
冬
に
魯
の
公
子
遂
が
斉
に
結

婚
の
際
の
貢
ぎ
物
を
贈
る
納
幣
の
儀
を
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
説
き
始
め
る
。
そ
し
て
納
幣
の
儀
が
僖
公
の
死
後
二
十
五
箇
月
を
経
過
し
て
お
り
、
服
喪
の
礼

に
適
っ
て
い
る
と
す
る
『
左
氏
伝
』
と
そ
の
杜
預
注
を
引
用
す
る
。
僖
公
の
死
後
三
年
の
内
に
結
婚
を
企
て
る
べ
き
で
な
い
と
誹
る
『
公
羊
伝
』
及
び
何
休
注

を
提
示
す
る
傍
ら
、
杜
預
の
『
春
秋
長
暦
』
や
『
左
氏
伝
』
の
他
の
記
述
に
基
づ
き
、
僖
公
の
死
没
を
十
二
月
と
す
る
経
文
を
誤
謬
と
し
て
十
一
月
に
改
定
し
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て
、
二
十
五
箇
月
を
満
た
し
て
い
る
と
論
証
す
る
。
最
後
に
杜
預
・『
左
氏
伝
』
は
正
鵠
を
射
て
い
る
と
し
、
そ
も
そ
も
『
左
氏
伝
』・『
公
羊
伝
』、
何
休
・
杜

預
の
論
争
点
は
、
一
箇
月
の
相
違
で
あ
っ
て
一
年
の
相
違
で
は
な
い
と
し
、『
春
秋
』
に
お
け
る
三
年
の
喪
が
、
二
十
五
箇
月
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、

と
王
元
感
の
説
を
論
駁
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

張
柬
之
が
『
春
秋
』
に
お
け
る
三
年
の
服
喪
期
間
が
二
十
五
箇
月
と
す
る
説
を
取
る
上
で
重
視
し
た
の
は
、『
公
羊
伝
』
及
び
何
休
注
よ
り
も
、『
左
氏
伝
』

及
び
杜
預
注
で
あ
っ
た
。『
公
羊
伝
』
に
対
し
て
左
丘
明
と
孔
子
と
の
関
係
を
挙
げ
て
、『
左
氏
伝
』
の
優
位
性
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
『
左
氏
伝
』
を
重

視
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
左
氏
伝
』
と
杜
預
の
説
に
従
い
、
そ
の
説
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
に
経
文
の
改
定
す
ら
も

辞
さ
な
い
姿
勢
か
ら
は
、
後
世
、『
五
経
正
義
』
の
欠
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
「
曲
げ
て
注
文
に
徇
ふ
（
曲
徇
注
文
）」
と
い
う
姿
勢
を
連
想
さ
せ
る21

。
ま
た
、

文
公
二
年
の
『
春
秋
左
氏
伝
正
義
』
は
と
い
う
と
、
張
柬
之
の
論
と
同
様
に
杜
預
の
『
春
秋
長
歴
』
の
説
を
引
用
し
て
『
公
羊
伝
』
の
説
を
退
け
て
い
る22

。
す

な
わ
ち
、
張
柬
之
の
論
は
『
五
経
正
義
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　

張
柬
之
は
論
駁
の
最
後
に
、
王
元
感
の
立
場
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
王
元
感
の
学
術
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
指
摘
と
も
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
　

�

…
孔
（
孔
安
国
）・
鄭
（
鄭
玄
）・
何
（
何
休
）・
杜
（
杜
預
）
の
徒
の
若
き
は
、
並
び
に
命
代
の
挺う

生ま
れ

、
來
裔
に
範
模
た
り
。
宮
牆
（
孔
子
の
家
の
か
き
ね
）

は
積
仭
（
非
常
に
高
い
さ
ま
）
に
し
て
、
未
だ
窺
ふ
べ
き
こ
と
易
か
ら
ず
。
但
だ
鑽
仰
し
て
休
ま
ざ
れ
ば
、
當
に
漸
く
勝
境
に
入
る
べ
し
。
詎
ん
ぞ
勞
す

る
こ
と
終
年
矻
矻
と
し
て
、
虛
し
く
莠
言
（
悪
言
）
を
肆
に
せ
ん
や
。
請
ふ
先
儒
を
掎
擿
す
る
有
る
所
は
、
願
は
く
は
且
に
時
を
以
て
消
息
せ
し
め
ん
と

す
る
を
。
時
人
以
へ
ら
く
柬
之
の
駁
す
る
所
は
、
頗
る
禮
典
に
合
す
と
。

　
　

�

…
若
孔
・
鄭
・
何
・
杜
之
徒
、
並
命
代
挺
生
、
範
模
來
裔
。
宮
牆
積
仭
、
未
易
可
窺
。
但
鑽
仰
不
休
、
當
漸
入
勝
境
。
詎
勞
終
年
矻
矻
、
虛
肆
莠
言
。
請

所
有
掎
擿
先
儒
、
願
且
以
時
消
息
。
時
人
以
柬
之
所
駁
、
頗
合
於
禮
典
。

　

王
元
感
の
論
は
、
張
柬
之
に
よ
っ
て
孔
安
国
・
鄭
玄
・
何
休
・
杜
預
の
学
説
に
従
わ
な
い
、「
先
儒
を
掎
擿
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
止
め
る
よ
う
に
と
非
難
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さ
れ
た
。
さ
ら
に
当
時
の
人
々
は
、
張
柬
之
の
論
駁
が
礼
典
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
た
、
と
あ
る
。

　

王
元
感
が
如
何
な
る
学
説
を
根
拠
と
し
て
服
喪
期
間
を
三
十
六
箇
月
で
あ
る
と
し
た
か
は
、
知
る
由
が
な
い
。
し
か
し
、
王
元
感
の
説
に
反
駁
し
た
張
柬
之

が
用
い
た
学
説
は
『
五
経
正
義
』
に
忠
実
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
王
元
感
の
説
が
『
五
経
正
義
』
に
基
づ
い
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
こ
と
と
な
ろ
う23

。
な
お
か
つ
、
論
駁
の
結
び
に
張
柬
之
が
「
先
儒
を
掎
擿
す
る
」
と
い
う
王
元
感
に
与
え
た
評
価
は
、
当
時
の
先
学
の
学

説
を
無
批
判
に
重
視
す
る
一
般
的
な
経
書
解
釈
に
異
を
唱
え
る
と
い
う
王
元
感
の
学
術
的
立
場
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
以
上
で
検
討
し
た
王
元
感
の
学
術
が
、
如
何
な
る
形
で
劉
知
幾
『
史
通
』
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

三
、
王
元
感
の
経
学
と
『
史
通
』
と
の
共
通
性

　

劉
知
幾
が
王
元
感
の
経
学
を
支
持
し
、
か
つ
ま
た
『
史
通
』
疑
古
篇
・
惑
経
篇
が
王
元
感
の
著
作
で
あ
る
『
尚
書
糾
謬
』・『
春
秋
振
滯
』・『
禮
記
繩
愆
』
よ

り
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
節
に
お
い
て
確
認
し
た
。
さ
ら
に
王
元
感
の
学
術
的
立
場
は
、『
史
通
』
全
体
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
、
経
書
や

歴
代
の
史
書
に
対
す
る
厳
し
い
論
評
を
行
う
姿
勢
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
劉
知
幾
は
、
自
叙
篇
で
『
史
通
』
を
執
筆
し
た
際
の
目
的
や
意
思

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　

�

…
蓋
し
經
を
談
ず
る
者
は
服
・
杜
の
嗤
は
る
る
を
聞
く
を
惡
み
、
史
を
論
ず
る
者
は
班
・
馬
の
失
を
言
ふ
を
憎
む
。
而
れ
ど
も
此
の
書
は
多
く
往
哲
を
譏

り
、
喜
ん
で
前
の
非
を
述
べ
、
罪
を
時
に
獲
る
こ
と
、
固
よ
り
其
れ
宜
な
る
か
な
。

　
　

�

…
蓋
談
經
者
惡
聞
服
・
杜
之
嗤
、
論
史
者
憎
言
班
・
馬
之
失
。
而
此
書
多
譏
往
哲
、
喜
述
前
非
、
獲
罪
於
時
、
固
其
宜
矣
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

�

『
史
通
』
自
叙
篇

　

経
書
を
談
論
す
る
者
は
服
虔
・
杜
預
の
学
説
が
笑
わ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
史
書
を
論
じ
る
者
は
班
固
・
司
馬
遷
の
過
失
を
言
う
の
を
憚
る
。
し
か
し
、『
史
通
』
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は
多
く
先
哲
を
非
難
し
、
喜
ん
で
先
人
の
非
を
述
べ
て
お
り
、
当
時
に
罪
を
得
て
も
当
然
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
先
人
の
経
書
解
釈
や
史
論
を
非
難

す
る
の
は
忌
避
さ
れ
る
が
、『
史
通
』
は
敢
然
と
先
哲
を
非
難
し
た
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
王
元
感
が
学
士
達
と
討
論
し
た
際
に
取
っ

た
「
舊
義
を
掎
摭
す
る
」
立
場
や
、張
柬
之
よ
り
反
駁
を
受
け
た
際
に
非
難
さ
れ
た
「
先
儒
を
掎
擿
す
る
」
立
場
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
王
元
感
と
経
書
解
釈
の
上
で
対
峙
し
た
祝
欽
明
等
の
「
專
ら
先
儒
の
章
句
を
守
」
る
立
場
に
つ
い
て
、『
史
通
』
申
左
篇
に
以
下
の
よ
う
な
言
及

が
あ
る
。

　
　

�

古
人
の
『
春
秋
』
三
傳
を
言
ふ
者
多
し
。（
中
略
）
太
抵
古
自
り
兩
傳
を
重
ん
じ
て
『
左
氏
』
を
輕
ん
ず
る
者
は
固
よ
り
一
家
に
非
ず
し
て
、『
左
氏
』
を

美
め
て
兩
傳
を
譏
る
者
も
亦
た
一
族
に
非
ざ
る
な
り
。
互
ひ
に
相
攻
擊
し
、
各
お
の
朋
黨
を
用
て
、
哤哤ぼ

う
ぼ
う

聒か
つ

と
し
て
紛
競
し
、
是
非 

分
つ
莫
し
。
然
ら
ば

則
ち
儒
者
の
學
、
苟
し
く
も
專
精
を
以
て
主
と
爲
し
、
章
句
を
治
め
、
訓
釋
に
通
ず
る
に
止
ま
れ
ば
、
斯
れ
則
ち
可
な
り
。
大
體
を
論
じ
、
宏
綱
を
舉
ぐ

る
に
至
れ
ば
、
則
ち
言
は
兼
ね
統
ぶ
る
を
罕
に
し
、
理
に
要
害
無
し
。
故
に
今
古
を
し
て
疑
滯
し
て
、
得
て
申
ぶ
る
者
莫
か
ら
し
む
。

　
　

�

古
之
人
言
『
春
秋
』
三
傳
者
多
矣
。（
中
略
）
太
抵
自
古
重
兩
傳
而
輕
『
左
氏
』
者
固
非
一
家
、
美
『
左
氏
』
而
譏
兩
傳
者
亦
非
一
族
。
互
相
攻
擊
、
各

用
朋
黨
、
哤哤
聒
紛
競
、
是
非
莫
分
。
然
則
儒
者
之
學
、
苟
以
專
精
爲
主
、
止
於
治
章
句
、
通
訓
釋
、
斯
則
可
矣
。
至
於
論
大
體
、
舉
宏
綱
、
則
言
罕
兼
統
、

理
無
要
害
。
故
使
今
古
疑
滯
、
莫
得
而
申
者
焉
。

　
　

�

『
史
通
』
申
左
篇

　
『
春
秋
』
三
伝
の
学
説
は
、『
左
氏
伝
』
と
『
公
羊
伝
』・『
穀
梁
伝
』
と
で
分
か
れ
、
学
者
も
徒
党
を
組
ん
で
互
い
に
攻
撃
し
是
非
が
分
別
で
き
て
い
な
い
。

徒
に
章
句
の
学
を
治
め
、
訓
詁
に
精
通
す
る
こ
と
に
止
ま
る
の
な
ら
そ
れ
で
よ
い
が
、
要
点
を
論
じ
て
大
綱
を
挙
げ
て
い
る
も
の
と
な
る
と
、
言
は
統
一
を
欠

き
理
に
要
点
が
な
い
た
め
、
古
今
、
解
釈
に
お
い
て
疑
問
や
停
滞
を
招
い
て
い
る
、
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
章
句
の
学
を
全
面
的
に
否
定
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、

さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
経
書
解
釈
の
大
綱
を
挙
げ
る
段
階
に
至
る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
王
元
感
の
経
書
解
釈
の
立
場
が

劉
知
幾
『
史
通
』
に
影
響
を
与
え
た
痕
跡
が
朧
気
な
が
ら
確
認
し
得
る
の
で
あ
る
。
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四
、
小
結

　

本
稿
で
は
、
王
元
感
の
略
歴
と
そ
れ
に
賛
同
し
た
人
物
達
、
特
に
劉
知
幾
と
の
関
係
性
、
そ
し
て
彼
の
経
書
解
釈
の
立
場
を
検
討
し
た
。

　
『
旧
唐
書
』
の
伝
に
よ
れ
ば
、
王
元
感
は
『
五
経
正
義
』
と
は
相
違
し
た
解
釈
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
彼
の
三
年
喪
を
め
ぐ
る
議
論
は
そ
の
異
端

さ
か
ら
非
難
を
受
け
、
つ
い
に
は
廃
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
劉
知
幾
は
魏
知
古
・
徐
堅
・
張
思
敬
と
王
元
感
の
経
書
解
釈
に
賛
同
し
て
お
り
、
互
い
に
学
問

的
に
近
似
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
王
元
感
の
『
尚
書
糾
謬
』・『
春
秋
振
滯
』
の
二
書
は
、『
史
通
』
疑
古
篇
・
惑
経
篇
の
思
考
に
影
響
を
与
え
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
張
柬
之
に
よ
り
非
難
さ
れ
た
当
時
の
一
般
的
な
経
書
解
釈
に
異
を
唱
え
る
王
元
感
の
「
先
儒
を
掎
擿
」
す
る
立
場
は
、
劉
知
幾
の

『
史
通
』
が
後
世
か
ら
批
判
を
被
っ
た
原
因
で
あ
る
、
経
書
や
歴
代
の
史
書
に
厳
し
い
批
判
を
行
う
姿
勢
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

則
天
武
后
が
王
元
感
の
経
書
解
釈
を
容
認
し
て
い
た
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
則
天
武
后
は
科
挙
を
推
進
す
る
な
ど
し
、
政
治
の
刷
新
を

図
っ
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
王
元
感
の
よ
う
な
『
五
経
正
義
』
と
は
異
な
る
反
統
一
的
な
経
書
解
釈
の
立
場
に
立
つ
学
者
の
容
認
も
、
こ
う
し
た
政
治
気

風
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
劉
知
幾
を
含
め
王
元
感
へ
の
賛
同
者
の
三
名
が
珠
英
学
士
の
一
員
で
あ
っ
た
。
珠
英
学
士
が

則
天
武
后
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
文
学
の
士
の
集
団
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
宋
之
問
の
よ
う
な
近
体
詩
成
立
の
上
で
重
要
な
位
置
に
い
る
人
物
を
輩
出
し
て
い
た

こ
と
か
ら
も
考
え
れ
ば
、
そ
の
時
代
に
は
新
た
な
学
風
・
文
風
を
生
み
出
す
文
化
的
な
基
盤
を
醸
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
、
則
天
武
后
期
の
様
相
に
新
た
な

見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
い
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
視
座
は
当
時
の
社
会
と
学
術
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
則
天
武
后
期
の
政
局
や
社
会
と
い
っ
た
時
代
相
に
つ
い
て
の
一
層

詳
細
な
検
討
が
俟
た
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
同
時
代
で
『
五
経
正
義
』
の
解
釈
に
異
を
唱
え
た
人
士
が
い
た
こ
と
に
も
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う24

。
全
て
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注

１　

中
唐
期
の
学
術
に
つ
い
て
は
、
張
躍
氏
『
唐
代
後
期
儒
学
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

２　

�

稲
葉
一
郎
氏
「
中
唐
の
新
儒
家
運
動
の
一
考
察
―
劉
知
幾
の
経
書
批
判
と
啖
・
趙
・
陸
氏
の
春
秋
学
―
」（『
中
国
中
世
史
研
究
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）、
後
に
「
劉

知
幾
の
経
書
批
判
と
中
唐
の
新
儒
学
運
動
」『
中
国
史
学
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
と
改
題
を
参
照
。

３　
『
陳
寅
恪
集
・
読
書
札
記
一
集
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
旧
唐
書
之
部
。

４　

�

島
一
氏
「
張
柬
之
・
王
元
感
の
三
年
喪
礼
説
と
そ
の
周
辺
」（『
中
国
哲
学
』
第
二
十
七
号
、
一
九
九
八
年
）

５　

注
２
前
掲
稲
葉
氏
論
文
。

６　

�

章
権
才
氏
『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
経
学
史
』（
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
第
十
章
「
中
唐
時
期
庶
族
地
主
勢
力
的
発
展
与
経
学
研
究
中
新
的
学
術
風
気
的
形
成
」

７　

�

劉
知
幾
の
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
岐
に
亘
る
。
近
年
の
成
果
と
し
て
は
渡
邉
義
浩
氏
「
劉
知
幾
の
史
学
思
想
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
〇
号
、
二
〇
二
二
年
）
が
あ

る
。
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
劉
知
幾
と
王
元
感
の
関
係
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
先
述
の
諸
研
究
の
他
に
許
凌
雲
氏
『
劉
知
幾
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
下
篇
、

第
一
章
「
学
術
思
想
渊
原
」
や
許
冠
三
氏
『
劉
知
幾
的
実
録
史
学
』（
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
が
何
れ
も
概
略
的
な
指
摘
に
止
ま
る
。

８　

�

則
天
武
后
は
自
ら
の
政
治
基
盤
を
整
え
る
た
め
に
、
非
貴
族
階
層
か
ら
科
挙
を
通
し
て
人
材
の
登
用
を
進
め
、
隋
以
来
、
権
力
の
中
枢
に
い
た
「
関
隴
系
集
団
」
や
「
山
東
系
貴
族
」

と
は
異
な
る
科
挙
系
官
僚
の
政
治
へ
の
進
出
を
促
し
た
と
さ
れ
る
。
氣
賀
澤
保
規
氏
『
則
天
武
后
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
初
版
本
は
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）

二
五
二
頁
に
、
則
天
武
后
期
は
明
経
科
が
重
ん
じ
ら
れ
、
つ
い
で
に
進
士
科
へ
の
人
気
が
集
ま
っ
た
と
し
、「（
科
挙
の
）
合
格
者
の
数
も
大
き
く
の
び
、
科
挙
か
ら
官
界
に
す
す
む

コ
ー
ス
が
定
着
し
た
」
と
し
、「
家
柄
も
低
く
恩
蔭
も
な
い
新
興
の
階
層
の
者
た
ち
が
、
政
権
へ
の
参
加
の
道
が
開
か
れ
る
一
方
、
旧
貴
族
の
家
系
か
ら
も
科
挙
に
応
ず
る
者
た
ち

が
目
立
ち
は
じ
め
た
」
と
あ
る
。
武
周
朝
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
礪
波
護
氏
著
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
東
洋
史
研
究
叢
刊
、
一
九
八
六
年
）
第
Ⅲ
部
、

附
章
「
唐
中
期
の
政
治
と
社
会
」
も
参
照
。
ま
た
、
こ
う
し
た
則
天
武
后
の
登
用
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
寒
門
よ
り
登
用
さ
れ
た
人
物
と
し
て
は
宰
相
の
張
説
が
有
名
で
あ
る
。
張

説
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
氏
「
張
説
の
伝
記
と
文
学
」（『
東
方
学
報
』
第
一
号
、
一
九
五
一
年
）、
後
に
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
一
一
―
唐
篇
四
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年

所
収
）
に
詳
し
い
。
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９　
�

金
子
修
一
氏
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
第
七
章
「
唐
代
に
お
け
る
効
祀
・
宗
廟
の
運
用
」
４
武
周
朝
を
参
照
。

10　

�
南
澤
良
彦
氏
「
明
堂
に
見
え
る
伝
統
と
革
新
―
南
北
朝
に
お
け
る
漢
学
」
川
原
秀
城
氏
編
『
漢
学
と
は
何
か　

漢
唐
お
よ
び
清
中
後
期
の
学
術
世
界
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）

所
収
。
引
用
は
一
二
一
頁
か
ら
。

11　

�

注
７
前
掲
許
凌
雲
氏
著
書
付
録
の
「
劉
知
幾
年
表
」
参
照
。

12　
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
九
下
、
儒
学
伝
下
の
韋
叔
夏
伝
。

13　

�

三
書
が
い
つ
の
時
代
ま
で
流
布
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
各
目
録
・
書
誌
の
中
で
は
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
見
え
て
い
る
の
み
で
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
朱
彝
尊
『
経
義
考
』（
中

文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
に
は
先
述
の
『
旧
唐
書
』
王
元
感
伝
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

14　
『
登
科
記
考
』
上
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）

15　

�『
三
教
珠
英
』
及
び
珠
英
学
士
に
つ
い
て
は
、
傅
璇
琮
氏
等
編
『
唐
五
代
文
学
編
年
史
』（
遼
海
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。
ま
た
学
士
達
の
詩
文
は
『
珠
英
集
』
に
収
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
輯
逸
状
況
や
、
学
士
達
の
特
徴
に
つ
い
て
は
傅
璇
琮
氏
等
編
『
唐
人
選
詩
新
編
（
増
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）「
珠
英
集
」
の
項
を
参
照
。

16　

�

古
勝
隆
一
氏
は
「
武
則
天
「
升
仙
太
子
碑
」
立
碑
の
背
景
」（
麥
谷
邦
夫
氏
編
『
三
教
交
渉
論
叢
続
編
』、
二
〇
一
一
年
、
後
に
『
中
国
中
古
の
学
術
と
社
会
』（
法
藏
館
、

二
〇
二
一
年
所
収
）
で
、
珠
英
学
士
に
属
し
た
人
士
を
各
資
料
か
ら
蒐
集
し
て
お
り
、
参
考
と
し
た
。

17　

�

賈
晋
華
氏
『
唐
代
集
会
総
集
與
詩
人
群
研
究
（
第
二
版
）』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
中
編　

二
「
高
宗
武
后
時
期
三
大
修
書
学
士
詩
人
群
：
律
詩
定
格
和
類
書
盛
行
」。

18　

�

傅
振
倫
氏
『
劉
知
幾
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
朱
敬
則
の
上
奏
文
「
請
擇
史
官
表
」（『
全
唐
文
』
巻
一
七
〇
所
収
）
は
劉
知
幾
『
史
通
』
で
示
さ
れ
る

史
官
へ
の
立
場
と
一
致
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

19　

�『
旧
唐
書
』
張
柬
之
伝
に
は
、「
張
柬
之
、
字
孟
將
、
襄
州
襄
陽
人
也
。
少
補
太
學
生
、
涉
獵
經
史
、
尤
好
『
三
禮
』、（
中
略
）
永
昌
元
年
、
以
賢
良
徴
試
、
同
時
策
者
千
餘
人
、
柬

之
獨
爲
當
時
第
一
、
擢
拜
監
察
御
史
。」
と
あ
り
、
武
周
朝
の
永
昌
元
年
（
六
八
九
）
の
賢
良
で
第
一
に
及
第
し
た
こ
と
か
ら
中
央
の
政
治
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
る
。

20　

�

藤
川
正
数
氏
『
魏
晋
時
代
に
お
け
る
喪
服
礼
の
研
究
』（
敬
文
社
、
一
九
六
〇
年
）
本
論
第
一
章
「
三
年
喪
に
つ
い
て
」。
引
用
は
一
二
五
・
一
二
六
頁
か
ら
。

21　

皮
錫
瑞
『
経
学
歴
史
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
年
）「
経
学
統
一
時
代
」
の
項
に
お
け
る
孔
頴
達
疏
（『
五
経
正
義
』）
に
つ
い
て
の
指
摘
。

22　

�「
正
義
曰
、『
公
羊
傳
』
曰
、「
此
何
以
書
。
譏
。
何
譏
爾
。
譏
喪
娶
也
。
娶
在
三
年
之
外
、
則
何
譏
乎
喪
娶
。
三
年
之
內
不
圖
昏
。」
其
意
謂
此
喪
服
未
畢
而
行
昏
禮
也
。（
中
略
）
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今
『
左
氏
傳
』
謂
之
「
禮
也
」、
必
是
喪
服
已
終
。
杜
以
『
長
歷
』
推
之
、
知
僖
公
以
其
三
十
三
年
十
一
月
薨
、
至
此
年
十
一
月
、
喪
已
畢
矣
。
…
」『
春
秋
左
氏
伝
正
義
』（
藝
文

印
書
館
）
文
公
二
年
。

23　

�

注
４
前
掲
島
氏
論
文
は
、
王
元
感
の
説
が
『
漢
書
』
文
帝
紀
の
「
遺
詔
」
に
対
す
る
応
劭
注
の
「
凡
そ
三
十
六
日
に
し
て
服
を
釋
く
。
是
れ
日
を
以
て
月
に
易
ふ
る
な
り
と
（
凡

三
十
六
日
而
釋
服
矣
。
是
以
日
易
月
也
」
と
す
る
説
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
む
ろ
ん
、『
五
經
正
義
』
の
説
と
は
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
」
と
言
及
し
て
い
る
。

24　

�『
旧
唐
書
』
巻
七
十
一
、
魏
徴
伝
の
貞
観
一
二
年
（
六
三
八
）
の
條
の
後
に
「
徵 

戴
聖
『
禮
記
』
の
編
次
は
倫
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
遂
に
『
類
禮
』
二
十
卷
を
爲
る
。
類
を
以
て
相

從
ひ
、
其
の
重
復
を
削
り
、
先
儒
の
訓
注
を
採
り
、
善
を
擇
び
て
之
に
從
ひ
、
研
精
覃
思
し
、
數
年
に
し
て
畢
は
る
（
徵
以
戴
聖
『
禮
記
』
編
次
不
倫
、
遂
爲
『
類
禮
』
二
十
卷
。

以
類
相
從
、
削
其
重
復
、
採
先
儒
訓
注
、
擇
善
從
之
、
研
精
覃
思
、
數
年
而
畢
）」
と
あ
り
、
魏
徴
が
小
戴
礼
で
あ
る
『
礼
記
』
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、『
類
礼
』
を
作
成
し
て

先
儒
の
注
釈
を
採
択
し
た
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
五
経
正
義
』
の
統
一
的
解
釈
と
は
異
な
る
立
場
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
劉
知
幾
の
親
友
で
あ
っ
た
元
行
沖
に
は
「
釈
疑
」
が
あ

り
、
両
唐
書
の
元
行
沖
伝
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
類
礼
』
及
び
注
を
敷
衍
し
、
学
官
に
立
て
よ
う
と
し
た
が
許
さ
れ
ず
、「
章
句
を
變
易
」
す
る
こ
と
の
難
点
を
説
い
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
元
行
沖
の
「
釈
疑
」
と
魏
徴
の
『
類
礼
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
氏
「
元
行
沖
と
そ
の
「
釈
疑
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
洋
史
研
究
』（
東
洋
史

研
究 

第
四
七
号
、
三
巻
、
一
九
八
八
年
）、
後
に
吉
川
忠
夫
氏
『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集 

人
・
家
・
学
術
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
所
収
）
に
詳
し
い
。
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